
第
73
回
写
真
道
展
に
向
け
て

�
審
査
委
員
長
　
美
濃
　
英
則

　
こ
の
度
、
写
真

道
展
の
審
査
委
員

長
に
指
名
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
大
し
た
活
動
も

し
て
い
な
い
私
に

と
っ
て
は
大
役
で
す
が
、
道
内
で
は
ア
マ
チ
ュ
ア
写

真
家
の
登
竜
門
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
伝
統
あ
る
写
真

展
に
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
貢
献
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が
写
真
を
本
格
的

に
始
め
た
の
は
1
9
7
4
年
、
24
歳
の
時
で
し
た
。

　
当
時
は
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
主
流
で
、
写
真
撮

影
、
暗
室
で
の
フ
ィ
ル
ム
現
像
、
印
画
紙
へ
の
焼

き
付
け
な
ど
時
間
を
忘
れ
て
過
ご
し
た
こ
と
を
今

は
懐
か
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
写
真
協
会
の
関
わ
り
は
、
1
9
8
4
年

に
写
真
道
展
に
初
入
選
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

1
9
9
3
年
に
会
友
に
推
挙
さ
れ
、
1
9
9
8
年

か
ら
審
査
会
員
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

長
年
に
わ
た
り
写
真
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
が
、

写
真
道
展
に
応
募
し
て
い
た
頃
が
一
番
充
実
し
て

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
写
真
公
募
展
な
ど
に
お
い
て
、
自
分
が
良
い
写

真
だ
と
思
っ
て
い
て
も
他
の
人
に
評
価
さ
れ
な
け

れ
ば
必
ず
し
も
良
い
写
真
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

良
い
写
真
（
作
品
）
と
は
①
感
動
す
る
、
②
想
像

を
か
き
た
て
る
、
③
新
し
い
発
見
を
す
る
、
④
希

望
が
生
ま
れ
る
、
な
ど
の
要
素
が
写
真
か
ら
感
じ

取
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
よ
う
な
写
真
を

創
る
ポ
イ
ン
ト
は
「
ア
イ
デ
ィ
ア
」、「
誇
張
」、

「
省
略
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
ア
イ
デ
ィ
ア
」

　
写
す
と
き
の
ア
ン
グ
ル
を
例
に
と
っ
て
も
、
見

慣
れ
て
い
る
目
線
（
ア
イ
レ
ベ
ル
）
ば
か
り
で
な

く
、
被
写
体
に
よ
っ
て
は
俯
か
ん
や
ロ
ー
ア
ン
グ

ル
で
撮
影
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。
ま
た
、
レ

ン
ズ
の
被
写
界
深
度
を
浅
く
す
る
こ
と
に
よ
り
ボ

ケ
の
効
果
を
利
用
し
て
背
景
を
単
純
化
さ
せ
、
画

面
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
を
遅
く
し
て
写
真
に
動
き

を
加
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
も
ア
イ

デ
ィ
ア
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

「
誇
張
」

　
写
し
た
い
、
見
せ
た
い
と
思
っ
た
所
は
よ
り

オ
ー
バ
ー
に
強
調
す
る
事
も
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
小
さ
な
子
供
さ
ん
の
写
真
は
被
写
体
と
し
て

は
定
番
で
す
が
、
子
供
さ
ん
の
ど
こ
を
撮
影
し
た

か
っ
た
の
か
、
表
情
な
の
か
、
表
情
の
ど
こ
を
強

調
し
た
か
っ
た
の
か
、
こ
の
よ
う
に
見
せ
た
い
と

こ
ろ
を
徹
底
的
に
誇
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
迫
力

の
あ
る
作
品
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

「
省
略
」

　
写
真
に
余
計
な
も
の
は
入
れ
な
い
。
背
景
を
単

純
化
し
、
画
面
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
見
せ
た
い
被
写
体
が
生
き
て
く
る
と
思
い
ま

す
。

応
募
に
あ
た
り

第
1
部
（
自
由
）
人
間
、
風
土
、
生
活
、
造
形
な

ど
幅
広
く
個
性
的
な
作
品
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

第
2
部
（
観
光
・
産
業
）
北
海
道
の
観
光
風
景
、

史
跡
、
文
化
的
建
造
物
、
祭
り
、
郷
土
芸
能
や
産

業
に
関
す
る
も
の
で
す
。

第
3
部
（
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
）
野
生
動
物
、
自

然
風
景
、
自
然
現
象
、
な
ど
で
す
。
2
次
加
工
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
4
部
（
学
生
）
題
材
は
自
由
で
す
。
短
い
学
園

生
活
の
中
で
よ
い
被
写
体
を
見
つ
け
出
し
、
感
性

溢
れ
る
作
品
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り

　
私
は
40
数
年
に
わ
た
り
仁
木
町
職
員
と
し
て
勤

め
て
き
ま
し
た
。

　
町
の
振
興
計
画
に
も
深
く
関
わ
り
ま
し
た
。
世

界
が
注
目
の
ニ
セ
コ
リ
ゾ
ー
ト
の
発
展
は
世
界
的

に
類
の
な
い
雪
質
、
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
か
ら
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
わ
が
仁
木
町
も
昔
か
ら
果
実
の

町
で
す
。
近
年
は
ワ
イ
ン
ブ
ド
ウ
に
特
化
し
た
町

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
町
民
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
は
、
ど
ん

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
っ
て
、
何
を
誇
張
し
て
、
む

だ
と
思
わ
れ
る
も
の
は
省
略
す
る
。
こ
れ
ら
の
視

点
は
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
写
真

に
深
く
関
わ
り
、
実
践
し
て
き
た
「
ア
イ
デ
ィ

ア
」、「
誇
張
」、「
省
略
」
の
手
法
が
自
治
体
職
員

と
し
て
、
仕
事
に
少
し
は
活
か
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
う
次
第
で
す
。

　
出
品
さ
れ
る
皆
様
の
健
闘
を
祈
り
ま
す
。
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写
真
歴

・
1
9
7
4
年
写
真
を
本
格
的
に
始
め
る

・�

1
9
7
5
年
仁
木
町
を
中
心
に
写
真
集
団
ア
ル

フ
ァ
を
主
宰

・
1
9
8
4
年
第
31
回
写
真
道
展
初
入
選

・
1
9
9
3
年
道
展
会
友

・
1
9
9
8
年
道
展
審
査
会
員

・
1
9
9
8
年
北
海
道
写
真
協
会
余
市
支
部
顧
問

・�

1
9
9
8
年
～
2
0
0
4
年
後
志
写
真
公
募
展

審
査
委
員

・�

1
9
9
8
年
～
2
0
2
3
年
余
市
写
真
公
募
展

審
査
委
員

・
2
0
1
3
年
学
生
写
真
道
展
審
査
委
員
長

主
な
入
賞
歴

・
第
38
回
写
真
道
展
　
大
賞

・
富
士
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
朝
日
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

・
読
売
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

・（
月
刊
誌
）
日
本
カ
メ
ラ
コ
ン
テ
ス
ト

・
そ
の
他

被
写
体
は
身
近
に

�

招
待
審
査
員
　
上
村
孝
幸

　
こ
の
度
、
写
真
道

展
の
招
待
審
査
委
員

を
仰
せ
つ
か
り
背
筋

が
伸
び
る
思
い
で
す
。

　
長
年
写
真
に
携

わ
っ
て
来
た
経
験
を
生
か
し
、
応
募
者
皆
様
の
作

品
を
、
偏
見
を
捨
て
初
心
に
戻
り
厳
正
な
審
査
と

共
に
楽
し
み
な
が
ら
審
査
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
広
告
写
真
一
筋
に
モ
デ
ル
、
宝

石
、
料
理
、
建
築
、
ス
ポ
ー
ツ
撮
影
と
ジ
ャ
ン
ル

の
広
い
仕
事
内
容
で
す
が
都
内
と
違
い
地
方
で
の

専
門
分
野
の
撮
影
は
成
り
立
た
ず
、
何
で
も
撮
れ

る
事
が
必
須
で
す
。
中
で
も
ス
ポ
ー
ツ
撮
影
に
お

い
て
は
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
『
ハ

イ
ラ
イ
ト
フ
ォ
ト
』
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
カ
メ
ラ
マ

ン
と
し
て
従
事
し
世
界
の
大
谷
翔
平
選
手
は
入
団

当
時
か
ら
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
。
過
去
に
多
く

の
写
真
審
査
に
も
係
わ
っ
た
経
験
と
広
い
撮
影

ジ
ャ
ン
ル
か
ら
考
え
る
と
、
何
を
表
現
し
た
い
の

か
写
真
か
ら
伝
わ
る
情
熱
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
存
在

し
な
け
れ
ば
感
動
に
は
結
び
つ
く
事
は
困
難
で

す
。
全
国
的
に
も
北
海
道
は
有
数
の
被
写
体
王
国

で
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、
目
的
と
テ
ー
マ
を
持
っ

た
写
真
で
無
け
れ
ば
『
行
っ
た
事
が
あ
る
、
見
た

事
が
あ
る
』
等
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
何
度
も
足
を
運
び
観
察
す
る
事
で
気
付
き
と
ヒ

ラ
メ
キ
が
生
ま
れ
、
失
敗
の
連
続
が
成
功
に
繋
が

り
、
予
想
を
超
え
た
出
会
い
の
中
に
、
感
動
を
与

え
る
強
い
写
真
が
誕
生
す
る
物
で
す
。
公
募
入

賞
、
入
選
作
品
は
、
第
一
部
か
ら
四
部
ま
で
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
あ
り
、
毎
年
、
目
を
見
張
る
素
晴
ら

し
い
作
品
応
募
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
中
、
カ
テ
ゴ

リ
ー
選
択
も
重
要
で
す
が
、
遠
く
に
行
か
な
く
と

も
目
的
さ
え
有
れ
ば
被
写
体
は
身
近
に
存
在
し
、

光
、
時
間
帯
の
選
択
を
意
識
し
て
、
臨
む
と
見
慣

れ
た
風
景
も
別
物
と
変
化
し
、
感
性
が
動
く
筈
で

す略
歴

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
　
上
村
孝
幸

1
9
5
5
年
　
熊
本
県
生
ま
れ

（
有
）
ウ
エ
ム
ラ
ス
タ
ジ
オ
取
締
役
会
長

・
1
9
8
0
年
上
村
孝
幸
写
真
事
務
所
設
立

・
1
9
9
0
年
ウ
エ
ム
ラ
シ
タ
ジ
オ
設
立

・
公
益
社
団
法
人
日
本
広
告
写
真
家
協
会
会
員

・
公
益
社
団
法
人
日
本
写
真
協
会
会
員

・�

N
P
O
法
人
北
海
道
を
発
信
す
る
写
真
家
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
員

第
73
回
写
真
道
展
　
～
巡
回
展
～

名
寄	

名
寄
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー

	

5
月
9
日
～
5
月
17
日

羽
幌	

羽
幌
町
立
中
央
公
民
館

	

6
月
12
日
～
6
月
21
日

苫
小
牧	

苫
小
牧
市
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

	

6
月
26
日
～
6
月
28
日

釧
路	

釧
路
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

	

7
月
22
日
～
7
月
26
日

三
笠	

三
笠
市
民
会
館

	

8
月
8
日
～
8
月
10
日

北
見	

北
網
圏
北
見
文
化
セ
ン
タ
ー

	

9
月
17
日
～
9
月
21
日

旭
川	

旭
川
市
民
文
化
会
館

	

9
月
30
日
～
10
月
4
日

函
館	

函
館
市
芸
術
ホ
ー
ル

	

11
月
19
日
～
11
月
22
日

網
走	

網
走
市
立
美
術
館

	

11
月
28
日
～
12
月
20
日

「燃ゆる断崖」

「
親
子
」
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第
73
回
写
真
道
展�

�
撮
る
楽
し
み
で
繋
が
り
を

�

実
行
委
員
長
　
白
鳥
敏
昭

　
写
真
道
展
は
今
回

で
73
回
を
迎
え
ま
す
。

　
北
海
道
写
真
協
会

は
こ
の
間
多
く
の
優

秀
な
人
材
を
排
出
そ

の
人
た
ち
が
道
内
各
地
域
で
指
導
者
と
し
て
活
躍

し
人
材
を
育
て
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
北
海
道
に
お

い
て
最
大
規
模
の
写
真
道
展
が
長
き
に
渡
り
支
え

ら
れ
発
展
し
て
き
た
事
と
思
い
感
謝
と
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
す
。

　
写
真
は
よ
く
「
感
動
の
一
瞬
を
切
り
取
る
」
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
私
達
が
生
活
す
る
中
に
お
い

て
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
感
動
す
る
機
会
に
出
会
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
勇
ん
で
カ
メ
ラ
を
持
っ

て
出
か
け
て
も
、
そ
う
そ
う
望
む
場
面
に
出
会
う

事
は
稀
で
な
か
な
か
納
得
の
出
来
る
写
真
が
撮
れ

ま
せ
ん
。

　
私
は
最
近
思
う
の
で
す
が
、
初
め
か
ら
何
を
撮

る
か
、
ど
ん
な
構
図
に
す
る
か
を
考
え
る
事
も
大

切
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
突
発
的
な

現
象
に
い
か
に
臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
か
と
い

う
柔
軟
性
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
達
が
写
真
を
続
け
て
い
る
の
は
、
写
真
を
撮

る
と
い
う
楽
し
み
を
感
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
撮

る
人
が
一
つ
の
場
面
で
自
分
な
り
に
テ
ー
マ
や
主

役
を
決
め
て
撮
影
す
る
事
で
、
表
現
し
た
い
も
の

が
は
っ
き
り
し
、
見
る
人
に
も
そ
の
思
い
を
伝
え

る
事
が
出
来
れ
ば
楽
し
み
は
さ
ら
に
2
倍
3
倍
と

膨
ら
む
事
で
し
ょ
う
。

　
撮
る
人
と
見
る
人
が
1
枚
の
紙
を
通
し
て
繫
が

る
事
は
本
当
に
ス
テ
キ
な
事
で
す
。
そ
の
思
い
を

感
じ
な
が
ら
一
台
の
カ
メ
ラ
の
操
作
を
工
夫
す
る

こ
と
は
写
真
の
楽
し
さ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
し
て

楽
し
み
な
が
ら
撮
影
し
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
す
る

事
で
、
さ
ら
な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
て

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
も
皆
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作
品
に
出
会
え

る
事
を
楽
し
み
に
致
し
て
お
り
ま
す
。

新
会
友
の
お
知
ら
せ

・
吉
村
　
剛
（
恵
庭
支
部
）

　
会
報
1
5
8
号
に
記
載
漏
れ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
大
変
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

回
想

苫
小
牧
支
部
　
久
留
嶋
誠
悦

　
私
の
写
真
人
生
を
ふ
り
返
る
と
や
は
り
写
真

道
展
の
影
響
が
大
き
い
と
思
う
。
写
真
道
展
に

応
募
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ン
テ
ス
ト
の
楽
し

み
、
撮
影
場
所
で
の
カ
メ
ラ
マ
ン
と
の
出
会
い

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
写
真
協
会
に
入
会
し
た
の
は
奈
井
江
支
部
が

最
初
で
数
名
の
会
員
で
皆
初
心
者
で
あ
り
指
導

者
は
い
な
か
っ
た
た
め
審
査
会
員
を
招
い
た

り
、
審
査
委
員
宅
に
出
向
い
た
り
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
入
る
人
も
出
て
き
て
、
私
も
応
募

3
回
目
位
だ
っ
た

と
思
う
が
2
部
に

入
選
す
る
こ
と
が

出
来
た
。
作
品

は
、
雨
竜
湿
原
で

当
時
雨
竜
湿
原
に

魅
了
さ
れ
撮
影
に

通
っ
て
い
た
の
で

う
れ
し
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
道
南
の
知
内
町
に
転
勤
と
な
り
函

館
支
部
へ
入
会
し
た
。
函
館
支
部
は
ベ
テ
ラ
ン

が
多
く
例
会
で
の
作
品
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

と
み
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
頃
か

ら
他
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
興
味
が
で
て
出

品
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
の
中
で
日
本
カ
メ
ラ
の
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト

の
部
で
銅
賞
に
な
っ
た
こ
と
も
思
い
出
に
残
っ

て
い
ま
す

　
知
内
町
の
後
、
苫
小
牧
転
勤
と
な
り
苫
小
牧

支
部
に
入
会
し
た
。
苫
小
牧
支
部
で
は
仕
事
が

忙
し
く
ま
た
、
長
期
出
張
も
多
か
っ
た
こ
と
か

ら
写
真
活
動
は
停
滞
気
味
だ
っ
た
気
が
す
る
。

結
果
と
し
て
写
真
道
展
も
数
年
入
ら
な
い
時
期

も
あ
っ
た
が
気
に
す
る
こ
と
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス

で
写
真
活
動
を
し
て
い
た
。

　
苫
小
牧
の
後
は
2
回
目
の
知
内
町
勤
務
と

な
っ
た
。
2
回
目
は
単
身
赴
任
だ
っ
た
の
で
撮

影
時
間
は
十
分
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
各
地
の
イ

ベ
ン
ト
の
撮
影
に
行
っ
て
い
た
。
撮
影
地
で
は

顔
な
じ
み
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
増
え
ア
ド
バ
イ
ス

や
撮
影
で
の
マ
ナ
ー
等
色
々
教
わ
っ
た
。
お
陰

様
で
写
真
道
展
も
連
続
し
て
入
る
こ
と
が
多
く

な
り
特
に
写
真
道
展
大
賞
を
受
賞
し
た
と
き
の

喜
び
は
格
別
で
あ
っ
た
。

　
単
身
生
活
は
14
年
と
長
期
だ
っ
た
が
私
の
写

真
人
生
に
お
い
て
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
時
で

あ
っ
た
。

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
イ

第35回初入選第2部入選（2枚組の1枚）

日本カメラカラープリン
トの部銅賞
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函
　
館
　
支
部
長
　
松
山
浩
司

▽
10
月
例
会
（
吉
江
忍
審
査
会
員
選
考
）

①
松
山
浩
司
②
松
山
浩
司
・
荒
木
憲
幸
③
渡
部
啓
二

入
選
　
渡
辺
啓
二
・
阪
内
孝
二
・
松
本
光
隆
・
松
山
浩
司
・
荒

木
憲
幸
3
点
・
朝
倉
俊
雄
3
点
・
梶
村
君
香
2
点
・
小
池
貞
子

2
点

▽
令
和
7
年
　
函
館
支
部
年
間
優
秀
賞

（
大
賞
）
荒
木
憲
幸
・（
準
大
賞
）
小
池
貞
子
・（
審
査
員
賞
）

渡
部
啓
二
・
梶
村
君
香
・
朝
倉
俊
雄
・
松
山
浩
司
・
菊
池
幸
子

室
　
蘭
　
支
部
長
　
中
西
　
勉

▽
10
月
例
会
（
26
日
　
斎
藤
ま
す
み
会
友
選
考
）

①
太
田
秀
樹
②
宮
崎
慎
司
・
吉
井
良
平
③
小
野
剛
・
三
輪
博
・

吉
井
良
平
（
入
選
）
牛
田
博
克
2
点
・
宮
崎
慎
司
2
点
・
鳥
海

政
史
・
金
山
あ
か
ね
・
太
田
秀
樹
・
吉
井
良
平
・
小
野
剛

札
　
幌
　
支
部
長
　
掛
村
一
憲

▽
10
月
例
会
（
17
日
　
小
森
学
特
別
講
師
選
考
）

①
林
繁
造
②
池
田
熈
子
③
吉
野
友
昭
④
米
澤
三
千
代
⑤
落
合
英

男
⑥
飯
高
光
紀
⑦
北
村
正
司
⑧
佐
々
木
眞
治
⑨
板
垣
功
⑩
松
本

雅
彦

▽
11
月
例
会
（
21
日
　
山
本
純
一
特
別
講
師
選
考
）

①
落
合
英
男
②
吉
野
友
昭
③
林
繫
造
④
板
垣
功
⑤
阿
部
清
明
⑥

飯
高
光
紀
⑦
米
澤
三
千
代
⑧
佐
々
木
眞
治
⑨
北
村
正
司
⑩
池
田

熈
子釧

　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
9
月
例
会
（
11
日
　
互
選
　
講
評
　
高
橋
和
幸
審
査
会
員
）

①
鈴
木
啓
司
郎
②
山
口
良
夫
③
秋
田
誠
④
佐
々
木
せ
つ
子
⑤
水

野
敏
行
⑥
長
尾
芳
文

▽
撮
影
会
（
7
／
27
）（
11
日
　
互
選
　
講
評
　
佐
藤
武
治
審

査
会
員
）

①
山
口
良
夫
②
中
島
淳
一
③
水
野
敏
行
④
長
尾
芳
文
⑤
秋
田
誠

⑥
佐
々
木
せ
つ
子

▽
11
月
例
会
（
13
日
　
佐
藤
武
治
審
査
会
員
選
考
）

①
秋
田
誠
②
鈴
木
啓
司
郎
③
佐
々
木
せ
つ
子
④
山
本
正
裕
⑤
水

野
敏
行
⑥
高
橋
米
子

▽
撮
影
会
（
10
／
19
）（
13
日
　
互
選
　
講
評
　
片
村
洋
市
審

査
会
員
）

①
蝦
名
昇
②
佐
々
木
せ
つ
子
③
秋
田
誠
④
山
口
良
夫
⑤
水
野
敏

行
⑥
石
川
隆

旭
　
川
　
支
部
長
　
吉
田
清
治
郎

▽
11
月
例
会
（
田
本
實
（
写
真
道
展
審
査
会
員
））

特
選
　
一
席
池
永
靖
子
　
二
席
池
永
靖
子
　
三
席
佐
藤
祐
子
　

四
席
山
根
則
久

入
選
　
一
席
上
平
秀
美
　
二
席
上
平
秀
美
　
三
席
岩
渕
　
隆
　

四
席
岩
渕
　
隆
　
五
席
佐
藤
祐
子
　
六
席
岩
渕
隆
　
七
席
佐
藤

祐
子
　
八
席
永
山
勝
広
　
九
席
池
永
靖
子
　
一
〇
席
永
山
勝
広

三
　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
8
月
例
会
（
互
選
）

①
金
武
紀
雄
②
金
武
紀
雄
③
伊
藤
修
身
④
谷
内
純
哉
④
古
平
文

雄▽
9
月
例
会
（
互
選
）

①
金
武
紀
雄
①
伊
藤
修
身
③
金
武
紀
雄
④
古
平
文
雄
④
伊
藤
修

身▽
10
月
例
会
（
互
選
）

①
金
武
紀
雄
①
伊
藤
修
身
③
金
武
紀
雄
③
古
平
文
雄
③
谷
内
純

哉▽
5
月
か
ら
の
中
間
累
計

①
金
武
紀
雄
②
古
平
文
雄
③
谷
内
純
哉
④
伊
藤
修
身

支
部
例
会
成
績

11月例会1位　秋田誠さん
「夜の航海　飛鳥Ⅲ」

特選　1席　池永靖子さん
「静かな空間」

10月例会1席　太田秀樹さん
「天使の落とし物」

10月例会1位　林繁造さん
「秘話の地」

編
集
後
記

　
今
年
1
年
、
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
来
年
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

掛
村
・
飯
高

第
73
回
写
真
道
展
日
程

・
第
1
回
実
行
委
員
会

�

2
0
2
5
年
9
月
16
日

・
写
真
道
展
作
品
募
集
要
項
（
全
国
公
募
）

�

発
送
2
0
2
5
年
11
月
5
日

・
写
真
道
展
応
募
作
品
受
付
期
間

�

2
0
2
6
年
2
月
1
日
～
2
月
10
日

・
作
品
整
理�

2
月
16
日
～
2
月
19
日

・
審
査
準
備
（
作
品
・
備
品
）�

2
月
27
日

・
第
73
回
写
真
道
展
審
査
会

�

2
月
28
日
～
3
月
1
日

・
入
賞
、
入
選
名
簿
点
検
、
成
績
通
知�

3
月
4
日

・
第
73
回
写
真
道
展
作
品
集
編
集�

3
月
～
4
月

・
選
外
作
品
返
却
作
業�

3
月
23
日

・
第
2
回
実
行
委
員
会�

4
月
15
日

・
第
73
回
写
真
道
展
作
品
展
設
営�

4
月
21
日

・
第
73
回
写
真
道
展
作
品
展

　
写
真
道
展
審
査
会
員
・
会
友
作
品
展

　
場
所
　
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
F

　（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
東
6
丁
目
）

�

4
月
22
日
～
4
月
26
日

�

26
日
は
14
時
迄

・
第
73
回
写
真
道
展
表
彰
式

　
場
所
　
札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
2
F

　（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
東
6
丁
目
）

�

4
月
26
日
15
時
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